
(57)【要約】

【課題】口金部と刃部の連結を容易に行うことができる

とともに、連結強度を高めることができる包丁を提供す

る。

【解決手段】柄部の本体１３の先端部に口金部１４を設

け、該口金部１４の先端部に挿入溝１４ｄを形成し、該

挿入溝１４ｄに刃部１２の基端部に一体形成された中子

１２ａを挿入し、前記口金部１４と中子１２ａを肉盛り

溶接した溶接部２１により連結する。この溶接部２１を

研削して仕上げ加工し、口金部１４と刃部１２を一体的

に連結する。

【選択図】図７
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
柄 部 の 本 体 の 先 端 部 に 口 金 部 を 設 け 、 該 口 金 部 の 先 端 部 に 挿 入 溝 を 形 成 し 、 該 挿 入 溝 に 刃
部 の 基 端 部 に 一 体 形 成 さ れ た 中 子 を 挿 入 し 、 前 記 口 金 部 と 中 子 を 肉 盛 り 溶 接 し た 溶 接 部 に
よ り 連 結 し た こ と を 特 徴 と す る 刃 物 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に お い て 、 前 記 柄 部 の 本 体 の 後 端 部 に は 尻 金 部 が 一 体 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 刃 物 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ 又 は ２ に お い て 、 前 記 挿 入 溝 に は 中 子 の 下 端 縁 を 位 置 規 制 す る 係 止 部 が 設 け ら れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 刃 物 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に お い て 、 前 記 柄 部 の 本 体 、 口 金 部 及 び 尻 金 部 は 金 属 材 料 に
よ り 一 体 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 刃 物 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に お い て 、 柄 部 の 本 体 の 両 側 面 に は 、 側 板 が 接 合 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 刃 物 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 包 丁 、 ナ イ フ 等 の 刃 物 に 係 り 、 詳 し く は 柄 部 の 本 体 の 先 端 部 に 設 け た 口 金 部
と 刃 部 の 基 端 部 に 形 成 さ れ た 中 子 の 連 結 構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 包 丁 の 柄 部 と 刃 部 は 、 柄 部 の 中 心 部 に 形 成 し た 扁 平 状 の 挿 入 孔 に 対 し 、 刃 部 の
基 端 部 に 一 体 形 成 さ れ た 中 子 を 挿 入 し て 、 カ シ メ ピ ン に よ り 柄 部 と 中 子 を 連 結 す る よ う に
な っ て い る 。 こ の た め 、 前 記 挿 入 孔 と 中 子 と の 接 触 面 の 隙 間 に 水 や 食 品 の 残 渣 等 が 侵 入 す
る お そ れ が あ る 。 こ の 問 題 を 解 消 す る た め 包 丁 の 柄 部 の 先 端 部 に 設 け た 金 属 製 の 口 金 部 の
先 端 面 に 対 し 、 刃 部 の 基 端 部 に 一 体 形 成 し た 中 子 の 先 端 縁 を 突 き 合 せ て 溶 接 す る 連 結 構 造
が と ら れ て い る 。 こ の 溶 接 に よ り 口 金 部 と 中 子 が 一 体 的 に な り 、 外 観 を 向 上 す る こ と が で
き る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 と こ ろ が 、 上 記 従 来 の 口 金 部 と 刃 部 の 中 子 の 連 結 構 造 は 、 口 金 部 の 幅 狭 の 先 端 面 に 中 子
の 幅 狭 の 先 端 面 を 突 き 合 せ て 開 先 溶 接 す る の で 、 口 金 部 と 中 子 の 連 結 強 度 が 低 下 す る と と
も に 、 溶 接 作 業 が 難 し く 、 柄 部 の 中 心 線 上 に 位 置 す る よ う に 刃 部 を 連 結 す る の も 難 し い と
い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 従 来 の 問 題 点 を 解 消 し て 、 口 金 部 と 刃 部 の 連 結 を 容 易 に 行 う こ と
が で き る と と も に 、 連 結 強 度 を 高 め る こ と が で き る 刃 物 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 問 題 点 を 解 決 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 柄 部 の 本 体 の 先 端 部 に 口 金 部
を 設 け 、 該 口 金 部 の 先 端 部 に 挿 入 溝 を 形 成 し 、 該 挿 入 溝 に 刃 部 の 基 端 部 に 一 体 形 成 さ れ た
中 子 を 挿 入 し 、 前 記 口 金 部 と 中 子 を 肉 盛 り 溶 接 し た 溶 接 部 に よ り 連 結 し た こ と を 要 旨 と す
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 柄 部 の 本 体 の 後 端 部 に は 尻 金 部 が 一
体 に 形 成 さ れ て い る こ と を 要 旨 と す る 。
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　 請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に お い て 、 前 記 挿 入 溝 に は 中 子 の 下 端 縁 を 位
置 規 制 す る 係 止 部 が 設 け ら れ て い る こ と を 要 旨 と す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か 一 項 に お い て 、 前 記 柄 部 の 本 体 、 口
金 部 及 び 尻 金 部 は 金 属 材 料 に よ り 一 体 に 形 成 さ れ て い る こ と を 要 旨 と す る 。
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か 一 項 に お い て 、 柄 部 の 本 体 の 両 側 面
に は 、 側 板 が 接 合 さ れ て い る こ と を 要 旨 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 口 金 部 と 刃 部 の 連 結 を 容 易 に 行 う こ と が で き る と と も に 、 連 結 強 度 を
高 め る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 包 丁 に 具 体 化 し た 一 実 施 形 態 を 図 １ ～ 図 ９ に し た が っ て 説 明 す る 。
　 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す よ う に 、 こ の 包 丁 は 柄 部 １ １ と 、 こ の 柄 部 １ １ の 先 端 部 に 連 結 さ れ
た 刃 部 １ ２ と に よ り 構 成 さ れ て い る 。 前 記 柄 部 １ １ は 中 心 部 に 位 置 す る 扁 平 状 の ス テ ン レ
ス ス チ ー ル 製 の 本 体 １ ３ と 、 該 本 体 １ ３ の 先 端 部 に 一 体 形 成 さ れ た 口 金 部 １ ４ と 、 本 体 １
３ の 後 端 部 に 一 体 形 成 さ れ た 尻 金 部 １ ５ と を 備 え て い る 。 又 、 前 記 柄 部 １ １ は 前 記 本 体 １
３ の 両 側 面 に 対 し 前 記 口 金 部 １ ４ と 尻 金 部 １ ５ と の 間 に 位 置 す る よ う に 接 触 さ れ 、 か つ カ
シ メ ピ ン １ ６ に よ り カ シ メ 付 け ら れ た 左 右 一 対 の 木 製 の 側 板 １ ７ ， １ ７ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 次 に 、 上 記 の 包 丁 の 製 造 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 前 記 本 体 １ ３ 及 び 側 板 １ ７ に は 、 前 記 カ シ メ ピ ン １ ６ を 貫 通 す る 孔
１ ３ ａ ， １ ７ ａ が 複 数 箇 所 に 形 成 さ れ て い る 。 前 記 柄 部 １ １ の 本 体 １ ３ 、 口 金 部 １ ４ 及 び
尻 金 部 １ ５ は 、 粗 加 工 さ れ た 状 態 を 示 す 。 前 記 口 金 部 １ ４ は 四 角 ブ ロ ッ ク 状 に 形 成 さ れ 、
そ の 先 端 部 の 左 右 両 側 面 に は 先 端 程 幅 狭 と な る テ ー パ 面 １ ４ ａ ， １ ４ ｂ が 形 成 さ れ て い る
。 前 記 口 金 部 １ ４ の 先 端 面 １ ４ ｃ の 左 右 方 向 の 中 心 部 か ら 口 金 部 １ ４ の 内 部 に 向 か っ て 挿
入 溝 １ ４ ｄ が 上 下 方 向 に 貫 通 す る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 前 記 刃 部 １ ２ の 後 端 部 に 一 体 形
成 さ れ た 中 子 １ ２ ａ の 上 下 方 向 の 幅 Ｗ は 、 前 記 挿 入 溝 １ ４ ｄ の 上 下 方 向 の 長 さ Ｌ よ り も 小
さ く （ 例 え ば １ ～ ２ ｍ ｍ ） 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 次 に 、 前 記 口 金 部 １ ４ に 対 す る 刃 部 １ ２ の 連 結 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ４ 及 び 図 ５ に 示 す よ う に 、 前 記 口 金 部 １ ４ の 挿 入 溝 １ ４ ｄ に 刃 部 １ ２ の 中 子 １ ２ ａ の
先 端 部 を 挿 入 す る と と も に 、 中 子 １ ２ ａ の 上 下 両 端 面 １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ を そ れ ぞ れ 挿 入 溝 １
４ ｄ の 内 部 に 同 じ 寸 法 Ｈ （ 例 え ば ０ ． ５ ～ １ ． ０ ｍ ｍ ） だ け 没 入 さ せ て 、 溝 部 １ ８ を 形 成
し 、 こ の 状 態 を 溶 接 作 業 に 先 立 っ て 図 示 し な い 保 持 装 置 に よ り 保 持 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 次 に 、 図 ６ 及 び 図 ７ に 示 す よ う に 、 前 記 口 金 部 １ ４ の 挿 入 溝 １ ４ ｄ の 先 端 開 口 縁 及 び 前
記 溝 部 １ ８ を 覆 う よ う に 肉 盛 り 溶 接 を 行 っ て 溶 接 部 ２ １ を 形 成 す る 。 こ の 溶 接 部 ２ １ に よ
っ て 口 金 部 １ ４ と 刃 部 １ ２ の 中 子 １ ２ ａ が 連 結 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 図 ８ 及 び 図 ９ に 示 す よ う に 、 粗 仕 上 げ 状 態 の 前 記 口 金 部 １ ４ 及 び 溶 接 部 ２ １ を
手 作 業 に よ り 予 め 想 定 さ れ た 外 形 状 に 研 削 加 工 を 行 い 、 口 金 部 １ ４ が 図 ９ に 示 す よ う に 左
右 の 両 側 面 が 滑 ら か な 曲 面 に な る よ う に 、 か つ 口 金 部 １ ４ の 横 断 面 が 図 １ ０ に 示 す よ う に
楕 円 形 状 に な る よ う に 仕 上 げ 加 工 す る 。 こ の 仕 上 げ 加 工 に 際 し て 、 前 記 口 金 部 １ ４ の 挿 入
溝 １ ４ ｄ の 先 端 開 口 縁 及 び 中 子 １ ２ ａ の 上 下 の 端 面 １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ が 露 出 し て 境 界 線 が 現
わ れ な い よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 上 記 口 金 部 １ ４ の 手 作 業 に よ る 仕 上 げ 加 工 に 続 い て 、 手 作 業 に よ り 尻 金 部 １ ５ の 仕 上 げ
加 工 を 行 い 、 そ の 外 形 状 を 滑 ら か な 曲 面 形 状 に す る 。
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　 最 後 に 、 図 ８ 及 び 図 ９ に 示 す 前 記 本 体 １ ３ の 左 右 両 側 面 に 側 板 １ ７ を 接 触 し て カ シ メ ピ
ン １ ６ に よ り 側 板 １ ７ を 本 体 １ ３ に 連 結 す る と 、 図 １ 及 び 図 ２ に 示 す 包 丁 を 製 造 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 上 記 実 施 形 態 の 刃 物 に よ れ ば 、 以 下 の よ う な 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
　 （ １ ） 上 記 実 施 形 態 で は 、 口 金 部 １ ４ に 挿 入 溝 １ ４ ｄ を 形 成 し 、 こ の 挿 入 溝 １ ４ ｄ に 刃
部 １ ２ の 中 子 １ ２ ａ を 挿 入 し 、 肉 盛 溶 接 に よ り 溶 接 部 ２ １ を 形 成 し た 後 、 該 溶 接 部 ２ １ を
グ ラ イ ン ダ 等 を 用 い て 手 作 業 に よ り 仕 上 げ 加 工 し て 、 口 金 部 １ ４ と 中 子 １ ２ ａ を 連 結 す る
よ う に し た 。 こ の た め 、 従 来 の 口 金 部 と 中 子 の 連 結 に 用 い ら れ る 開 先 溶 接 と 比 較 し て 、 溶
接 作 業 を 容 易 に 行 う こ が で き る と と も に 、 口 金 部 １ ４ と 中 子 １ ２ ａ の 連 結 強 度 を 向 上 す る
こ と が で き る 。 又 、 挿 入 溝 １ ４ ｄ に 中 子 １ ２ ａ を 挿 入 し た の で 、 本 体 １ ３ 及 び 口 金 部 １ ４
の 中 心 線 の 延 長 上 に 刃 部 １ ２ を 真 っ 直 ぐ に 位 置 さ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ ２ ） 上 記 実 施 形 態 で は 、 本 体 １ ３ に 対 し 口 金 部 １ ４ と 尻 金 部 １ ５ を 一 体 に 形 成 し た の
で 、 部 品 点 数 を 低 減 し て 、 製 造 を 容 易 に 行 い 、 コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る 。
　 （ ３ ） 上 記 実 施 形 態 で は 、 口 金 部 １ ４ の 挿 入 溝 １ ４ ｄ に 刃 部 １ ２ の 中 子 １ ２ ａ を 挿 入 し
て 、 中 子 １ ２ ａ の 上 下 両 端 面 １ ２ ｂ ， １ ２ ｃ を 挿 入 溝 １ ４ ｄ に 没 入 さ せ て 溝 部 １ ８ を 形 成
し 、 こ の 溝 部 １ ８ に 溶 接 部 ２ １ の 肉 部 を 進 入 さ せ た の で 、 口 金 部 １ ４ と 中 子 １ ２ ａ の 連 結
強 度 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 、 上 記 実 施 形 態 は 以 下 の よ う に 変 更 し て も よ い 。
　 ・ 図 １ １ に 示 す よ う に 、 前 記 口 金 部 １ ４ の 挿 入 溝 １ ４ ｄ の 下 部 に 中 子 １ ２ ａ の 下 端 縁 を
係 止 す る 係 止 部 １ ４ ｅ を 形 成 し て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 口 金 部 １ ４ と 中 子 １ ２ ａ の 位 置
合 わ せ を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ・ 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 挿 入 溝 １ ４ ｄ を テ ー パ 状 に 形 成 す る と と も に 、 中 子 １ ２ ａ も テ
ー パ 状 に 形 成 し て も よ い 。 こ の 場 合 に は 、 口 金 部 １ ４ と 中 子 １ ２ ａ の 位 置 合 わ せ を 確 実 に
行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ・ 図 １ ３ に 示 す よ う に 尻 金 部 １ ５ の 形 状 を 変 更 し て も よ い 。
　 。 図 １ ４ に 示 す よ う に 前 記 口 金 部 １ ４ 及 び 尻 金 部 １ ５ を そ れ ぞ れ 単 体 で 形 成 し 、 口 金 部
１ ４ と 尻 金 部 １ ５ を 連 結 ボ ル ト ２ ５ に よ り 連 結 し 、 連 結 ボ ル ト ２ ５ の 外 周 に 対 し 口 金 部 １
４ と 尻 金 部 １ ５ の 間 に 位 置 す る 柄 部 本 体 ２ ６ を 装 着 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ・ 図 示 し な い が 、 柄 部 １ １ を 金 属 に よ り 一 体 に 形 成 し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 を 包 丁 に 具 体 化 し た 一 実 施 形 態 を 示 す 一 部 省 略 正 面 図 。
【 図 ２ 】 包 丁 の 一 部 省 略 平 面 図 。
【 図 ３ 】 包 丁 の 柄 部 を 構 成 す る 部 品 の 分 離 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 口 金 部 と 刃 部 の 中 子 の 連 結 作 業 を 説 明 す る 正 面 図 。
【 図 ５ 】 図 ４ の 平 面 図 。
【 図 ６ 】 口 金 部 と 刃 部 の 中 子 の 連 結 作 業 を 説 明 す る 正 面 図 。
【 図 ７ 】 図 ６ の 平 面 図 。
【 図 ８ 】 口 金 部 と 刃 部 の 中 子 の 連 結 作 業 を 説 明 す る 正 面 図 。
【 図 ９ 】 図 ８ の 平 面 図 。
【 図 １ ０ 】 図 ８ の １ － １ 線 断 面 図 。
【 図 １ １ 】 こ の 発 明 の 別 の 実 施 形 態 を 示 す 口 金 部 の 断 面 図 。
【 図 １ ２ 】 こ の 発 明 の 別 の 実 施 形 態 を 示 す 口 金 部 の 断 面 図 。
【 図 １ ３ 】 こ の 発 明 の 別 の 実 施 形 態 を 示 す 尻 金 部 の 正 面 図 。
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【 図 １ ４ 】 こ の 発 明 の 別 の 実 施 形 態 を 示 す 柄 部 の 縦 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 １ １ … 柄 部 、 １ ２ … 刃 部 、 １ ２ ａ … 中 子 、 １ ３ … 本 体 、 １ ４ … 口 金 部 、 １ ４ ｄ … 挿 入 溝
、 １ ４ ｅ … 係 止 部 、 １ ５ … 尻 金 部 、 １ ７ … 側 板 、 ２ １ … 溶 接 部 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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